まずは家で暮らすことの肯定を
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　長かった梅雨もやっと明けましたが、みなさんいかがお過ごしでしょうか。今回は先月行ったHSNひめじの久貝さんの講演禄を載せました(講演録のページを見てください)。久貝さんは娘さんが3つの時に、すでにジョン・ホルトの『なんで学校へやるの』を読まれたそうです。だから子ども本人の希望で学校に入学した時も、その後HSを始めた時も、久貝さん親子にとってそれはその時の「選択」に過ぎなかったわけです。就学前の親がこういう選択肢を知っていたら、学校に行く行かないで悩む親子はずいぶん減ることでしょう。
私はなんとなく読みそびれていて、本を手にしたのはつい2年ほど前のことです。それを読んだ時、それまで数年家で見てきた子どもの日常やごしょごしょクラブの子どもたちの様子が次々と重なって、とても共感し自分たちの方向に自信が持てたのを覚えています。

　学生時代には「シュタイナー」だの「サマーヒル」だのいろんな国のフリースクールに惹かれ、何冊かの本を読んではいたのです。実際、自分の子どもの就学時には、「きのくに」や岡山の「のびのび小学校」などの資料を取り寄せ、いろんなフリースクールがいっぱい近くにあったらいいのにと、思ったりもしました。この頃の私はふつうの学校以外の選択肢はフリースクールしかないと思っていたのです。でも、子どもが学校に行かない暮らしを始めてからは、どこかに行くにしても（不登校でしんどい思いをした場合は特に）、まず家で暮らすことの肯定（HS）があって、それからの選択でしかないんだということがわかりました。
